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今月号のここがポイント！

本号では，2 月に行われた新春講演会から神戸大学学長藤澤先生のご講演と，2 件の

解説記事を掲載いたしました。

解説記事 1 件目は，昨年のノーベル化学賞で話題となった量子ドットに関連して，カ

ーボン量子ドットについてです。カーボン量子ドットは有害元素を含む無機半導体量子

ドットの代替として期待されており，本記事では，開放反応場での合成法と，ディスプ

レイへの応用において重要な狭帯域蛍光について解説していただきました。解説記事 2

件目は，紫外 LED 測光システムについてです。紫外 LED は製造，食品，衛生産業にお

いて開発・利用が拡大しており，その評価に必要な測光システムの詳細や，測定例につ

いて紹介しています。
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